
 

 

別紙９ 場内圧送管 
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別紙 11 汚泥焼却設備撤去範囲（機械設備） 
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別紙 12 汚泥焼却設備撤去機器リスト（機械設備） 

 

1 ケーキ定量フィーダ マルチスクリュ取出 47 1 有り 無し 軸受カバー：V/#1500

2 ケーキ供給ポンプ 一軸ねじ式ポンプ 2.3 2 無し 無し

3 ケーキ投入機 スクリューコンベヤ（二軸） 1.3 2 無し 無し

4 脱水ケーキ受入弁 電動ボール弁 1.0 2 無し 無し

5 ケーキ供給ポンプ吐出弁 電動ボール弁 0.45 2 無し 無し

6 脱水ケーキ戻し弁 電動ボール弁 0.45 1 無し 無し

7 脱水ケーキ投入弁 電動ボール弁 0.45 2 無し 無し

8 流動焼却炉 流動床式 148 1 無し 有り

9 補助燃料装置（焼却炉バーナ） 空気噴射式オイルバーナ 0.7 1 無し 無し

10 補助燃料装置（砂中ガン） 砂中タイプ 0.5 1式 無し 無し

11 空気予熱器 シェル＆チューブ式 28.7 １組 無し 有り

12 流動ブロワ 多段ターボブロワ 5.0 1 無し 無し

13 バーナブロワ ターボブロワ 0.76 1 無し 無し

14 砂冷却コンベア 水冷式スクリューコンベヤ 1.7 1 無し 有り

15 砂搬送コンベア バケットコンベヤ 2.2 1 有り 有り グランドパッキン：グラファイト石綿

16 砂ホッパ 鋼板製角形 4.5 1 有り 有り
ﾊﾟｯｷﾝ：T/#1100、ｸﾞﾗﾝﾄﾞ：T/#9075-f
ホッパ下部ロータリーバルブに使用

17 灰搬送コンベア ケースコンベヤ 2.4 1 無し 有り

18 灰ホッパ 鋼板製丸形 10 1 無し 有り

19 灰加湿機 ２連パドルミキサ 4.0 1 無し 有り

20 白煙防止予熱器 シェル＆チューブ式 20.1 1組 無し 有り

21 白煙防止ファン ターボブロワ 0.7 1 無し 無し

22 冷却塔 立形スプレー式 8.2 1 無し 有り

23 バグフィルタ パルスジェット式 16.8 1 無し 有り

24 排煙処理塔 立型洗浄塔 10.9 1 無し 有り

25 循環ポンプ 渦巻ポンプ 0.37 2 無し 有り

26 苛性ソーダタンク 円筒立形 3.03 1 無し 無し 撹拌機0.42ton

27 苛性ソーダ供給ポンプ ダイヤフラムポンプ 0.075 2 無し 無し

28 誘引ファン プレートファン 1.7 1 無し 有り

29 煙突 鋼板製上置形 1.5 1 無し 有り

30 床排水ポンプ 水中汚泥ポンプ 0.07 5 無し 無し

31 冷却塔給水ポンプ 多段渦巻きポンプ 0.05 2 無し 無し

32 冷却塔給水槽 円筒立形 0.37 1 無し 無し

33 脱臭ファン ターボファン 0.097 1 無し 無し

34 脱臭塔 活性炭吸着塔 1.15 1 無し 無し

35 燃料タンク 地下式鋼板製円筒横置 3.19 1 無し 無し

36 オイル移送ポンプ 歯車ポンプ 0.15 2 無し 無し

37 オイルサービスタンク 円筒立形 0.25 1 無し 無し

38 オイルポンプ 歯車ポンプ 0.1 2 無し 無し

39 空気圧縮機 スクリュー圧縮式 1.35 2 無し 無し

40 除湿機 冷凍式 0.413 1 無し 無し

41 空気槽 円筒立形 1.32 1 無し 無し

42 給水ポンプ 多段渦巻ポンプ 0.248 2 無し 無し

43 砂ろ過水ポンプ 多段渦巻ポンプ 0.209 2 無し 無し

44 焼却排水ポンプ 渦巻ポンプ 0.5 2 無し 無し

45 ダイオキシン類除去施設 エアーシャワー 0.48 1 無し 有り エアシャワーのみの重量

備考

①アスベスト使用

　・完成図書からガスケット類、保温材、耐火物の仕様内容を確認した。それにあわせ、年次点検で行っている各機器のメンテナンス状況から判断し、アスベスト含有製品が使用している箇所が未交換の機

②ダイオキシン含有可能性

　・毎年行っている年次点検で、焼却炉内から作業環境測定を実施している。その結果、多少なりとも（=ゼロではない意味）ダイオキシンが含まれているため焼却炉以降、後段の排ガスライン機器について

 　・飛灰についても、2019年12月にダイオキシン分析を行っている。その結果、多少なりとも含まれていたため、灰出しライン機器について【有り】とした。

　・砂出しライン機器についても、流動砂とあわせて飛灰も排出される可能性があるため【有り】とした。

　・エアシャワーに関しては、上記回答より年次点検対応を行った衣服等に付着した粉塵等が排出されている可能性が考えられるため【有り】とした。

③本リストは参考として示すものであり、現地に設置されているプラント機械・電気設備は撤去すること。

番号 備考重量（ton）仕様名称 数量 アスベスト使用
ダイオキシン
含有可能性
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別紙 13 汚泥焼却設備撤去範囲（電気） 
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別紙 14 ダイオキシン類測定結果 
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別紙 15 分析管理項目 

 

区分 項目 計測地点 
頻度 

備考 
稼動初期１年 安定運転期 

騒音 夜間 処理場敷地境界 2 回／年 1 回／年  

振動 夜間 処理場敷地境界 1 回／年 1 回／年  

排出ガス 

硫黄酸化物 

排出口 ※１ ※１ ※２ 窒素酸化物 

ばいじん 

臭気 臭気濃度※３ 

本施設外壁から 5mの

位置 4箇所及び脱臭装

置排出口、換気口 

（全箇所） 

4 回/年 2 回/年  

肥料品質 

ひ素 

肥料 4 回/年 4 回/年  

カドミウム 

水銀 

ニッケル 

クロム 

鉛 

※１ 大気汚染防止法を踏まえた事業者からの提案によるものとする。 

※２ 第三者機関による測定とする。 

※３ 別紙１に示す６物質を対象とする。 
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別紙 16 舗装構成 
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